
早期乳がんの治療において近年注目を集めているのが　　　　　　　　　　　　　  で

身体に大きな傷をつけずに腫瘍部分を熱で焼き固めて治療する新しい低侵襲（身体への

負担が少ない）治療法です。2023年より保険適応されています。

ラ ジ オ 波 焼 灼 療 法

パナソニック健康保険組合　

ラ ジ オ 波 焼 灼 療 法 と は ？

【 従 来 の 術 式 】 【 ラ ジ オ 波 焼 灼 療 法 】

腫瘍に細い針を刺し、先端から発生

する熱（ラジオ波）でがん細胞を焼

き固めて死滅させる治療です。肝臓

などではすでに広く行われている技

術で、その安全性と有効性が乳がん

にも応用。

ラジオ波焼灼療法は画像で確認できる1.5㎝以下の早期乳がんが対象です。

適応になるかどうかは、腫瘍の性質・位置・広がり（転移の有無）など総合的に判断します。

松下記念病院 患者支援連携センター

【ご予約・お問い合わせ先】

ラジオ波焼灼療法

早期乳がんの新しい選択肢

ラ ジ オ 波 焼 灼 療 術 の 主 な メ リ ッ ト

〇  体 を 切 ら な い た め 傷 が 小 さ い

〇  入 院 期 間 が 短 く 、 仕 事 や 日 常 生 活 に 戻 り や す い

〇  乳 房 の 形 が 保 た れ や す く 、 見 た 目 の 負 担 が 少 な い

〇  痛 み や 体 力 の 消 耗 が 少 な く 、 生 活 の 質 を 保 ち や す い

【 外 来 診 察 日 】

 ℡：06-6992-5373　　　　FAX：06-6992-6697（直通）

松下記念病院 乳腺外科

（専用）

月曜日・火曜日

WEB予約もご利用いただけます

地域医療機関の先生方へ


